



















“Colleges Extend Conditional Admissions to Pull In More 
International Students”
― An Article from The Chronicle of Higher Education ―















































































































 （2010年 8 月13日号）
（Copyright 2010. The Chronicle of Higher Education. Translated and reprinted with 
permission.）
訳者あとがき
　本稿はアメリカで発行されている高等教育に関する週刊専門新聞『高等教育クロニク
ル』に掲載された記事の翻訳である。筆者はカーリーン・フィッシャーさんである。
　今回取り上げたのはアメリカの大学における条件付き入学制度である。アメリカ経済が
依然として低迷する現在，大学の学生獲得競争は厳しくなっている。このような状況の中，
条件付き入学許可制度によって多くの留学生を獲得したい大学が増えている。アメリカは
世界最大の留学生受入れ国であり，中国をはじめとしてアメリカの大学への進学希望者は
依然多いのである。条件付き入学許可制度は英語能力が不足する留学生に対する一種の救
済制度である。アメリカ留学を目指す者にとっても，安定経営を目指す大学にとってもそ
のメリットは大きい。
　日本の大学では条件付き入学ではなく，日本語教育と大学教育の融合プログラムを実施
しているところが多い。留学生別科を設けて独自のカリキュラムを実施しているところも
ある。今後，日本への留学生が増加するにつれアメリカのような条件付き入学制度を取り
入れる大学が出てくるかもしれない。
